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 したわかりやすいものが多い。とくに目立つのは、「たらちね FARTHER MOTHER」「おどり松」「LINE AIR 07」
「夜さり」「有り明け」（2007）など、照明を意識した作品が多いことである。文中での引用にもデザイ
ン関係のものが多く、筆者にとってデザインと工芸の境界は低いようだ。通常、デザインは機能と目的
から素材・技術が選択されるのに対して、工芸は素材－技術－人の一貫した体系性が強いのだが、筆者
の場合は、「漆」「カッコ良さ」「機能」が等価に並列しているように見える。修了制作「門－皮膚」も、
天井から吊るす形式は、照明の延長にある。ただこの作品のコンセプトとそのきっかけは、シリアスな
ものである。山での伯父の転落死というショッキングな事故に、友人が発した「皮膚が引き剥がされる
ような感覚」ということばから、まず「皮膚」が、そこから生死あるいは精神と肉体の境界としての「門」
がさらに生まれたという。 
 作品は明快であり、「思想の変態」の特異なプロセスについては、説明に苦慮した様子が窺われるもの
の、そのリアリティとオリジナリティは、学位論文に十分に値するものとして、論文審査会での評価を
得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 思想の変態−作品化へのプロセスをこう位置づけ、作品を物理的構成物と呼ぶ、漆の持つ力を、輝きと
色彩、変幻自在な姿、カブレを引き起こす野性味、透き通る黒色と制作者は言う、この漆に対する思い
を背景に前期修士課程の研究制作から後期博士課程を研究する、さらに両課程を通じて一貫しているの
は、形態は機能を起点とする表現方法の姿勢である、工芸の造形や機能は思想の変態として追求する。 
 提出作品は、天井から吊り下げられ、漆の作品とすれば大型である、外界からのあらゆる境界をいし
きする−門−である。 
 手前側の板と向こう側がつくる輪郭の微妙な違いから二枚の距離を意識させる､漆黒の蝋色漆が美し
い、やや離れて眺めると抑えた黒の艶は奥の方に吸い込むような外界を映している−皮膚−である。真下
から見上げると内部空間に強烈に対比して見える和紙の白さは、両側内面の一見無作為にみえる凹凸の
黒漆板に反射して優しい水面を想像させる、上からの光源によって床に作られた影は様々な連想を呼ぶ。 
 漆と和紙の調和が良く完成度も高い、漆の未来に新しい可能性を開く作品といえる、一体化した論文
もわかりやすく高く評価できる、博士学位として相応しいと判断する作品である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本申請者である立岩朝子氏は、東京に生まれ本学の学部、修士、博士課程と一貫して工芸、漆芸領域
において広く文化的背景を探り、作品創作を重ねてきた。 
 その間、個展を初め多くのコンクールに作品を積極的に発表してきた。漆芸研究室と加賀市との共同
プロジェクトの漆アワード2008においては金、銀、銅賞を一人で獲得するなど高い実績を上げてきた。
このコンペは、漆の生活への新しい提案をテーマにしたものであり、使うことは何かということに真摯
に向きあい研究してきた立岩氏が賞を独占する結果となった。 
 修士、博士課程で制作してきた作品は明確な用途を持っているものが多い。置かれる場所、使われる
場所などを見据えてからの創作提案であり、照明としての機能を持つ作品などは伝統を踏まえ、漆の持
つ独自の光を際立たせる作品である。しかし立岩氏は本申請の出品作品のように、実は具体的な用途性
を感じさせない作品も提示し続けてきた。 
 これは論文の中で語っている自己の内から湧き出る表現への欲望を物理的な存在へと移すこと、三次
元へと表出する行為であるという論理の中で、うかがい知ることができるのである。「思想」が姿を変え、
物理的な存在へと移り行く様を「変態」と語るように、自己の思惟を造形物として作り上げることであ
 り、特に機能を表に出すものではない。 
 漆の魔力で人を引き込み、心を掴んだら離さぬような、耐えぬ訴えを持つ作品作りを目指すと語るよ
うに、漆の持つ根源的な力の表出を試みている。 
 論文の水準も高く、提出された作品との融合性も高く今後の工芸の在り方に多くの指針をもたらすも
のと認め、総合的に本学の博士号取得としてふさわしいものとして認め、広く社会での、活躍を期待す
るものである。 
 
